
○
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
三
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
四
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
暴
力
的
不
法
行
為
等
）

（
暴
力
的
不
法
行
為
等
）

第
一
条

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と

第
一
条

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と

い
う
。
）
第
二
条
第
一
号
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
罪
は
、
次
の
と
お
り

い
う
。
）
第
二
条
第
一
号
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
罪
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

と
す
る
。

一
〜
五
十
五

（
略
）

一
〜
五
十
五

（
略
）

五
十
六

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二

五
十
六

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二

十
二
号
）
第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
罪

十
二
号
）
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
罪

五
十
七
・
五
十
八

（
略
）

五
十
七
・
五
十
八

（
略
）

（
譲
渡
し
若
し
く
は
譲
受
け
又
は
こ
れ
ら
に
類
す
る
形
態
の
罪
）

（
譲
渡
し
若
し
く
は
譲
受
け
又
は
こ
れ
ら
に
類
す
る
形
態
の
罪
）

第
十
三
条
の
二

法
第
十
二
条
の
五
第
二
項
第
二
号
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め

第
十
三
条
の
二

法
第
十
二
条
の
五
第
二
項
第
二
号
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め

る
罪
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

る
罪
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
〜
十
五

（
略
）

一
〜
十
五

（
略
）

十
六

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
第
二
十
七
条
第
一
項
か
ら
第

十
六

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
第
二
十
六
条
第
一
項
か
ら
第

三
項
ま
で
に
規
定
す
る
罪

三
項
ま
で
に
規
定
す
る
罪

（
暴
力
的
要
求
行
為
又
は
準
暴
力
的
要
求
行
為
の
相
手
方
に
対
す
る
援
助
の
措
置
等

（
暴
力
的
要
求
行
為
又
は
準
暴
力
的
要
求
行
為
の
相
手
方
に
対
す
る
援
助
の
措
置
等

）

）

第
十
四
条

都
道
府
県
公
安
委
員
会
（
以
下
「
公
安
委
員
会
」
と
い
う
。
）
は
、
法
第

第
十
四
条

都
道
府
県
公
安
委
員
会
（
以
下
「
公
安
委
員
会
」
と
い
う
。
）
は
、
法
第

十
三
条
の
援
助
を
受
け
た
い
旨
の
申
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
出
を
相

十
三
条
の
援
助
を
受
け
た
い
旨
の
申
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
出
を
相

当
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
申
出
の
内
容
に
応
じ
て
、
次
に
掲
げ
る
援
助
の
措
置
を

当
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
申
出
の
内
容
に
応
じ
て
、
次
に
掲
げ
る
援
助
の
措
置
を

採
る
も
の
と
す
る
。

採
る
も
の
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

法
第
三
十
二
条
の
三
第
一
項
の
都
道
府
県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
（
第

四

法
第
三
十
二
条
の
三
第
一
項
の
都
道
府
県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
（
第



二
十
四
条
第
十
号
及
び
第
二
十
六
条
に
お
い
て
「
都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う

二
十
四
条
第
十
号
及
び
第
二
十
六
条
に
お
い
て
「
都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う

。
）
が
行
っ
て
い
る
法
第
三
十
二
条
の
三
第
二
項
第
九
号
の
事
業
に
つ
い
て
教
示

。
）
が
行
っ
て
い
る
法
第
三
十
二
条
の
三
第
二
項
第
八
号
の
事
業
に
つ
い
て
教
示

す
る
こ
と
。

す
る
こ
と
。

五
・
六

（
略
）

五
・
六

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
事
業
者
に
対
す
る
援
助
の
措
置
）

（
事
業
者
に
対
す
る
援
助
の
措
置
）

第
十
五
条

公
安
委
員
会
は
、
法
第
十
四
条
第
一
項
の
援
助
を
受
け
た
い
旨
の
申
出
を

第
十
五
条

公
安
委
員
会
は
、
法
第
十
四
条
第
一
項
の
援
助
を
受
け
た
い
旨
の
申
出
を

受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
出
を
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
申
出
の
内
容

受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
出
を
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
申
出
の
内
容

に
応
じ
て
、
次
に
掲
げ
る
援
助
の
措
置
を
採
る
も
の
と
す
る
。

に
応
じ
て
、
次
に
掲
げ
る
援
助
の
措
置
を
採
る
も
の
と
す
る
。

一
〜
七

（
略
）

一
〜
七

（
略
）

八

不
当
要
求
情
報
管
理
機
関
登
録
規
程
（
平
成
三
年
国
家
公
安
委
員
会
告
示
第
五

八

不
当
要
求
情
報
管
理
機
関
登
録
規
程
（
平
成
三
年
国
家
公
安
委
員
会
告
示
第
五

号
）
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
受
け
た
不
当
要
求
情
報
管
理
機
関
（
法
第
三
十
二
条

号
）
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
受
け
た
不
当
要
求
情
報
管
理
機
関
（
法
第
三
十
二
条

の
三
第
二
項
第
八
号
に
規
定
す
る
不
当
要
求
情
報
管
理
機
関
を
い
う
。
第
十
八
条

の
三
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
不
当
要
求
情
報
管
理
機
関
を
い
う
。
第
十
八
条

第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
紹
介
す
る
こ
と
。

第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
紹
介
す
る
こ
と
。



○
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
規
則
（
平
成
三
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
七
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
指
定
の
申
請
）

（
指
定
の
申
請
）

第
一
条

（
略
）

第
一
条

（
略
）

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

五

暴
力
追
放
相
談
委
員
（
法
第
三
十
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
暴
力

五

暴
力
追
放
相
談
委
員
（
法
第
三
十
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
暴
力

追
放
相
談
委
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
し
て
選
任
し
た
者
の
氏
名
、
住
所
及

追
放
相
談
委
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
し
て
選
任
し
た
者
の
氏
名
、
住
所
及

び
略
歴
並
び
に
相
談
業
務
（
暴
力
団
員
（
法
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団

び
略
歴
並
び
に
相
談
業
務
（
暴
力
団
員
（
法
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団

員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
る
不
当
な
行
為
に
関
す
る
相
談
、
少
年
に
対
す

員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
る
不
当
な
行
為
に
関
す
る
相
談
、
少
年
に
対
す

る
暴
力
団
（
法
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の

る
暴
力
団
（
法
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の

影
響
を
排
除
す
る
た
め
の
活
動
、
暴
力
団
か
ら
離
脱
す
る
意
志
を
有
す
る
者
を
助

影
響
を
排
除
す
る
た
め
の
活
動
又
は
暴
力
団
か
ら
離
脱
す
る
意
志
を
有
す
る
者
を

け
る
た
め
の
活
動
又
は
暴
力
団
の
事
務
所
（
法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事

助
け
る
た
め
の
活
動
に
関
す
る
業
務
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
従
事
し
た
経
歴

務
所
を
い
う
。
第
六
条
第
一
号
ニ

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
使
用
に
よ
り
付
近
住

を
記
載
し
た
書
面

(2)

民
等
（
法
第
三
十
二
条
の
三
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
付
近
住
民
等
を
い
う
。

第
六
条
第
一
号
ニ

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
生
活
の
平
穏
若
し
く
は
業
務
の
遂
行

(2)

の
平
穏
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
活
動
に
関
す
る
業
務
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
に
従
事
し
た
経
歴
を
記
載
し
た
書
面

六
〜
九

（
略
）

六
〜
九

（
略
）

（
暴
力
追
放
相
談
委
員
）

（
暴
力
追
放
相
談
委
員
）

第
四
条

法
第
三
十
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
者

第
四
条

法
第
三
十
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
者

は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

三

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

イ

弁
護
士
（
弁
護
士
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
五
号
）
の
規
定
に
よ
る

イ

弁
護
士
（
弁
護
士
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
五
号
）
の
規
定
に
よ
る



弁
護
士
を
い
う
。
第
十
五
条
の
二
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

弁
護
士
を
い
う
。
）

ロ
〜
ホ

（
略
）

ロ
〜
ホ

（
略
）

（
都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
の
基
準
）

（
都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
の
基
準
）

第
六
条

法
第
三
十
二
条
の
三
第
一
項
第
三
号
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基

第
六
条

法
第
三
十
二
条
の
三
第
一
項
第
三
号
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基

準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
相
談
事
業
の
種
別
（
法
第
三
十
二
条
の
三
第
二
項
第
三
号
か
ら
第

一

次
に
掲
げ
る
相
談
事
業
の
種
別
（
法
第
三
十
二
条
の
三
第
二
項
第
三
号
、
第
四

六
号
ま
で
の
事
業
の
別
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
区
分
に
従
い
、
次
に
定
め
る

号
又
は
第
五
号
の
事
業
の
別
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
区
分
に
従
い
、
次
に
定

暴
力
追
放
相
談
委
員
の
数
が
そ
れ
ぞ
れ
当
該
種
別
の
相
談
事
業
を
行
う
た
め
に
必

め
る
暴
力
追
放
相
談
委
員
の
数
が
そ
れ
ぞ
れ
当
該
種
別
の
相
談
事
業
を
行
う
た
め

要
な
数
以
上
で
あ
る
こ
と
。

に
必
要
な
数
以
上
で
あ
る
こ
と
。

イ
〜
ハ

（
略
）

イ
〜
ハ

（
略
）

ニ

法
第
三
十
二
条
の
三
第
二
項
第
六
号
の
事
業

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

暴
力
追
放
相
談
委
員

第
四
条
第
三
号
イ
に
該
当
す
る
者

(1)

暴
力
団
の
事
務
所
の
使
用
に
よ
り
付
近
住
民
等
の
生
活
の
平
穏
又
は
業
務

(2)
の
遂
行
の
平
穏
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
活
動
を
行
う
業
務
に

関
す
る
知
識
経
験
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
第
四
条
第
三
号
ニ
又
は
ホ
に
該

当
す
る
者

二
〜
四

（
略
）

二
〜
四

（
略
）

（
不
当
要
求
情
報
管
理
機
関
に
対
す
る
援
助
）

（
不
当
要
求
情
報
管
理
機
関
に
対
す
る
援
助
）

第
十
条

都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
は
、
不
当
要
求
情
報
管
理
機
関
（
法
第
三
十
二
条
の
三

第
十
条

都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
は
、
不
当
要
求
情
報
管
理
機
関
（
法
第
三
十
二
条
の
三

第
二
項
第
八
号
に
規
定
す
る
不
当
要
求
情
報
管
理
機
関
を
い
う
。
）
で
不
当
要
求
情

第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
不
当
要
求
情
報
管
理
機
関
を
い
う
。
）
で
不
当
要
求
情

報
管
理
機
関
登
録
規
程
（
平
成
三
年
国
家
公
安
委
員
会
告
示
第
五
号
）
の
規
定
に
よ

報
管
理
機
関
登
録
規
程
（
平
成
三
年
国
家
公
安
委
員
会
告
示
第
五
号
）
の
規
定
に
よ

り
登
録
を
受
け
た
も
の
か
ら
援
助
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
申
出
の
内
容
に

り
登
録
を
受
け
た
も
の
か
ら
援
助
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
申
出
の
内
容
に

応
じ
、
次
に
掲
げ
る
援
助
の
措
置
を
迅
速
か
つ
適
切
に
採
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

応
じ
、
次
に
掲
げ
る
援
助
の
措
置
を
迅
速
か
つ
適
切
に
採
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

ら
な
い
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）



（
差
止
請
求
関
係
業
務
に
係
る
業
務
規
程
の
記
載
事
項
）

第
十
五
条
の
二

法
第
三
十
二
条
の
五
第
四
項
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
事

項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

差
止
請
求
関
係
業
務
（
法
第
三
十
二
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
差
止
請
求
関

係
業
務
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
実
施
の
方
法
に
関
す
る
事
項
（
同
条
第
三
項

第
二
号
の
検
討
を
行
う
部
門
に
お
け
る
同
号
の
暴
力
追
放
相
談
委
員
及
び
弁
護
士

（
以
下
「
専
門
委
員
」
と
い
う
。
）
か
ら
の
助
言
又
は
意
見
の
聴
取
に
関
す
る
事

項
を
含
む
。
）

二

役
員
及
び
専
門
委
員
の
選
任
及
び
解
任
そ
の
他
差
止
請
求
関
係
業
務
に
係
る
組

織
、
運
営
そ
の
他
の
体
制
に
関
す
る
事
項

三

差
止
請
求
関
係
業
務
に
関
し
て
知
り
得
た
情
報
の
管
理
及
び
秘
密
の
保
持
の
方

法
に
関
す
る
事
項

四

法
第
三
十
二
条
の
九
の
帳
簿
書
類
の
管
理
に
関
す
る
事
項

五

そ
の
他
差
止
請
求
関
係
業
務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

（
適
格
都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
の
認
定
に
係
る
申
請
書
の
記
載
事
項
等
）

第
十
五
条
の
三

法
第
三
十
二
条
の
六
第
一
項
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
事

項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

当
該
都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

二

差
止
請
求
関
係
業
務
を
行
う
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

２

法
第
三
十
二
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
は
、
当
該
都
道
府
県

セ
ン
タ
ー
に
係
る
法
第
三
十
二
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
公
安
委

員
会
を
経
由
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
適
格
都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
の
認
定
に
係
る
申
請
書
の
添
付
書
類
）

第
十
五
条
の
四

法
第
三
十
二
条
の
六
第
二
項
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
書

類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。



一

定
款

二

差
止
請
求
関
係
業
務
に
関
す
る
業
務
計
画
書

三

差
止
請
求
関
係
業
務
を
適
正
に
遂
行
す
る
た
め
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
証
す
る
書
類

四

法
第
三
十
二
条
の
五
第
三
項
第
一
号
の
業
務
規
程

五

役
員
及
び
専
門
委
員
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
類

イ

氏
名
、
住
所
及
び
略
歴
を
記
載
し
た
書
類

ロ

専
門
委
員
で
あ
る
暴
力
追
放
相
談
委
員
が
第
六
条
第
一
号
ニ
に
定
め
る
暴
力

追
放
相
談
委
員
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

六

最
近
の
事
業
年
度
に
お
け
る
収
支
決
算
書
、
貸
借
対
照
表
及
び
財
産
目
録
、
収

支
の
見
込
み
を
記
載
し
た
書
類
そ
の
他
の
経
理
的
基
礎
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る

書
類

七

最
近
の
事
業
年
度
に
お
け
る
事
業
報
告
書

（
適
格
都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
の
認
定
の
公
示
等
）

第
十
五
条
の
五

法
第
三
十
二
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
公
示
及
び
通
知
は
、
法
第
三
十

二
条
の
五
第
一
項
の
認
定
を
し
た
後
速
や
か
に
行
う
も
の
と
す
る
。

２

法
第
三
十
二
条
の
七
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

一

当
該
適
格
都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
（
法
第
三
十
二
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
適

格
都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表

者
の
氏
名

二

差
止
請
求
関
係
業
務
を
行
う
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三

当
該
認
定
を
し
た
日

（
適
格
都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
の
認
定
に
係
る
変
更
の
届
出
）

第
十
五
条
の
六

法
第
三
十
二
条
の
八
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
。



一

当
該
適
格
都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
の
名
称
若
し
く
は
住
所
又
は
代
表
者
の
氏
名

二

差
止
請
求
関
係
業
務
を
行
う
事
務
所
の
名
称
又
は
所
在
地

三

第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
書
類
に
記
載
し
た
事
項

２

法
第
三
十
二
条
の
八
の
規
定
に
よ
り
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
の
届
出
を

し
よ
う
と
す
る
適
格
都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出

書
を
国
家
公
安
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当

該
変
更
の
届
出
が
前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
変
更

後
の
事
項
を
記
載
し
た
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

変
更
に
係
る
事
項

二

変
更
の
年
月
日

三

変
更
の
理
由

３

国
家
公
安
委
員
会
は
、
法
第
三
十
二
条
の
八
の
規
定
に
よ
る
届
出
書
の
提
出
（
第

一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
が
あ
っ
た
と
き

は
、
当
該
変
更
に
係
る
事
項
及
び
変
更
の
年
月
日
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
差
止
請
求
関
係
業
務
に
関
す
る
帳
簿
書
類
）

第
十
五
条
の
七

法
第
三
十
二
条
の
九
の
規
定
に
よ
り
適
格
都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
が
作

成
す
べ
き
帳
簿
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
帳
簿
書
類
と
す
る
。

一

法
第
三
十
二
条
の
四
第
一
項
の
権
限
の
行
使
に
関
す
る
相
手
方
と
の
交
渉
の
経

過
を
記
録
し
た
も
の

二

法
第
三
十
二
条
の
四
第
一
項
の
権
限
の
行
使
に
関
し
て
適
格
都
道
府
県
セ
ン
タ

ー
が
訴
訟
、
調
停
、
仲
裁
、
和
解
、
強
制
執
行
、
仮
処
分
命
令
の
申
立
て
そ
の
他

の
手
続
の
当
事
者
と
な
っ
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
経
過
及
び
結
果
を
記
録
し
た
も

の
三

前
二
号
に
規
定
す
る
帳
簿
書
類
の
作
成
に
用
い
た
関
係
資
料
の
つ
づ
り

四

法
第
三
十
二
条
の
五
第
三
項
第
二
号
の
検
討
を
行
う
部
門
に
お
け
る
検
討
の
経

過
及
び
結
果
を
記
録
し
た
も
の



五

差
止
請
求
関
係
業
務
に
関
す
る
収
入
及
び
支
出
を
記
録
し
た
も
の

２

適
格
都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
は
、
前
項
各
号
の
帳
簿
書
類
を
、
各
事
業
年
度
の
末
日

を
も
っ
て
閉
鎖
す
る
も
の
と
し
、
閉
鎖
後
五
年
間
当
該
帳
簿
書
類
を
保
存
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
立
入
検
査
を
す
る
職
員
の
証
明
書
の
様
式
）

第
十
五
条
の
八

法
第
三
十
二
条
の
十
一
第
二
項
の
証
明
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第

一
号
の
二
の
と
お
り
と
す
る
。

（
適
格
都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
の
認
定
の
取
消
し
に
係
る
公
示
等
）

第
十
五
条
の
九

法
第
三
十
二
条
の
十
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
及
び
通
知
は
、

同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
取
消
し
を
し
た
後
速
や
か
に
行
う
も
の
と
す
る
。

（
準
用
規
定
）

（
準
用
規
定
）

第
十
六
条

第
一
条
（
第
二
項
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
の
規
定
を
除
く
。
）
及
び
第

第
十
六
条

第
一
条
（
第
二
項
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
の
規
定
を
除
く
。
）
及
び
第

一
条
の
二
の
規
定
は
法
第
三
十
二
条
の
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
全
国
暴
力
追
放

一
条
の
二
の
規
定
は
法
第
三
十
二
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
全
国
暴
力
追
放
運

運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
全
国
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
の

動
推
進
セ
ン
タ
ー
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
全
国
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
の
指

指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
法
人
に
つ
い
て
、
第
二
条
の
規
定
は
法
第
三
十
二
条
の
十

定
を
受
け
よ
う
と
す
る
法
人
に
つ
い
て
、
第
二
条
の
規
定
は
法
第
三
十
二
条
の
四
第

五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
全
国
セ
ン
タ
ー
の
指
定
を
行
っ
た
場
合
に
つ
い
て
、
第
三

一
項
の
規
定
に
よ
る
全
国
セ
ン
タ
ー
の
指
定
を
行
っ
た
場
合
に
つ
い
て
、
第
三
条
、

条
、
第
十
二
条
、
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
十
四
条
の
規
定
は
全
国
セ
ン
タ
ー
に
つ

第
十
二
条
、
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
十
四
条
の
規
定
は
全
国
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
公
安
委
員

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
公
安
委
員
会
（

会
（
以
下
「
公
安
委
員
会
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
国
家
公
安
委
員
会
」
と

以
下
「
公
安
委
員
会
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
国
家
公
安
委
員
会
」
と
、
同

、
同
項
第
二
号
中
「
法
第
三
十
二
条
の
三
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
（
以
下
「
暴

項
第
二
号
中
「
法
第
三
十
二
条
の
三
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
（
以
下
「
暴
力
追

力
追
放
事
業
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
二
条
の
十
五
第
二
項
各
号

放
事
業
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
二
条
の
四
第
二
項
各
号
に
掲
げ

に
掲
げ
る
事
業
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
暴
力
追
放
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三

る
事
業
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
暴
力
追
放
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
二
条

十
二
条
の
十
五
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
」
と
、
第
一
条
の
二
中
「
法
第
三
十
二

の
四
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
」
と
、
第
一
条
の
二
中
「
法
第
三
十
二
条
の
三
第

条
の
三
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
二
条
の
十
五
第
一
項
」
と
、
「
暴
力
追

一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
二
条
の
四
第
一
項
」
と
、
「
暴
力
追
放
事
業
」
と

放
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
二
条
の
十
五
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
」
と

あ
る
の
は
「
法
第
三
十
二
条
の
四
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
」
と
、
第
二
条
及
び



、
第
二
条
及
び
第
三
条
中
「
公
安
委
員
会
」
と
あ
る
の
は
「
国
家
公
安
委
員
会
」
と

第
三
条
中
「
公
安
委
員
会
」
と
あ
る
の
は
「
国
家
公
安
委
員
会
」
と
、
第
十
二
条
中

、
第
十
二
条
中
「
公
安
委
員
会
」
と
あ
る
の
は
「
国
家
公
安
委
員
会
」
と
、
同
条
第

「
公
安
委
員
会
」
と
あ
る
の
は
「
国
家
公
安
委
員
会
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
暴
力

三
項
中
「
暴
力
追
放
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
二
条
の
十
五
第
二
項
各
号
に

追
放
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
二
条
の
四
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
」
と

掲
げ
る
事
業
」
と
、
第
十
三
条
第
一
項
中
「
公
安
委
員
会
」
と
あ
る
の
は
「
国
家
公

、
第
十
三
条
第
一
項
中
「
公
安
委
員
会
」
と
あ
る
の
は
「
国
家
公
安
委
員
会
」
と
、

安
委
員
会
」
と
、
第
十
四
条
中
「
公
安
委
員
会
」
と
あ
る
の
は
「
国
家
公
安
委
員
会

第
十
四
条
中
「
公
安
委
員
会
」
と
あ
る
の
は
「
国
家
公
安
委
員
会
」
と
、
「
法
第
三

」
と
、
「
法
第
三
十
二
条
の
三
第
六
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
二
条
の
十
五
第

十
二
条
の
三
第
六
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
二
条
の
四
第
三
項
に
お
い
て
準
用

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
三
第
六
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

す
る
法
第
三
十
二
条
の
三
第
六
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

る
。





○
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
国
家
公
安
委
員
会
の
所
管
す
る
関
係
法
令
に
規
定
す
る
対
象
手
続
等
を
定
め
る
国
家
公
安
委
員

会
規
則
（
平
成
十
五
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
六
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

別
表
第
三
（
第
六
条
関
係
）

別
表
第
三
（
第
六
条
関
係
）

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
関
係
法
令
の
規
定

三

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
関
係
法
令
の
規
定

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止

第
三
十
二
条
の
十
五
第
三
項
に
お
い
て

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止

第
三
十
二
条
の
四
第
三
項
に
お
い
て
読

等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第

読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
三
十
二
条
の

等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第

み
替
え
て
準
用
す
る
第
三
十
二
条
の
三

七
十
七
号
）

三
第
五
項
、
第
三
十
二
条
の
十
五
第
一

七
十
七
号
）

第
五
項
、
第
三
十
二
条
の
四
第
一
項
及

項
及
び
第
三
十
八
条
第
二
項

び
第
三
十
八
条
第
二
項

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

四
・
五

（
略
）

四
・
五

（
略
）


